
都立大泉高等学校・附属中学校

外構計画 (案 )について

平成22■ 2月 10日

東京都教育庁
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`●●これまでの説明会での説明内容

■ 平成21年 1月 22日

中高一貫6年制学校になることに伴い、
* 施設整備の観点から改築を行うこと
* 現グラウンド側に建物を建てること

を説明
日 平成21年 6月 29日

新校舎、体育館の建物の概要、日影

などを説明



【本日の説明内容】
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1外構全体計画について
2 グラウンドについて

緑化計画について3

4道路の整備について
5工 事スケジュール (予定 )

０

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
1外構全体計画について

● 敷地面積の25%について樹木等で緑化を実施
■ 校舎周囲、グラウンド周囲、多目的コートに

天然芝を敷設
ロ グラウンドは人工芝を敷設

ロ グラウンドと敷地境界の間に高さ約15mの防球
ネットを設置

■ テニスコートは舗装 フェンス等改修のみ

■ 敷地周囲について、道路をlm拡幅



口●隅 平面図
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2グラウンドについて
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～人工芝採用の理由～

(1)雨水流出抑制
(東京都発表「自子川流域豪雨対策計画」)

大泉高校周辺は自子川流域に指定
→ 敷地面積 lha以上の開発を行う場合、

950市′haの対策が必要。



(2)対策

建物の下、敷地内地下の浸透管に加え、
グラウンド上に約15cm程度までの雨水を貯留。
⇒ 上のグラウンドでは、

雨水と一緒に土が流れてしまう。

雨水貯留後の数日間、グラウンド使用不可
などの問題

人工芝を選定
※ 気温上昇を抑箭1するような製品を採用予定
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グラウンド立ち上げのイメージ
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●●3緑化計画について

■ 敷地面積の25%を樹木等で緑化
⇒ 現在よりも樹木本数は増える

※ 樹種は今後更に検討を進める。

■ 既存樹木については、なるべく生かす。
■ 新校舎などの新築建物やグラウンドになるこ
とにより、移動が必要な樹木は、移植又は同種
樹木を新植



日外隅平面図 ●
=,廟
0資 ●

‐ ■ |¨●′′,

‐―■|
● 桜 19本

●

●

´

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

●

●

●

●

●

●

●

111"  
“

,

.L■」●●IL製ュ : ●



4道路整備について
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■ 練馬区の条例により、

正門前以外の周辺道路をlm
学校側に拡幅

ロ エ事は平成24年後半～平成25年3月

までの間を予定
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道路拡幅後のイメージ
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工事スケジュール (予定)
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平成 1 平成 1 平成 1 平成
22年 1 20年 1 24年 1 2ビ準

校合等新築工事

現校舎解体工事


